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良好な耐食性75Nト 15Cr-Fe 合金の製造法の提案、実証を行ったものであり、 6 章からなっている。
第 1 章で、は通常の耐食性75Ni-15Cr- Fe合金は耐応力腐食割れに関しすぐれた特性を有してはいる
が、溶接割れとくに熱影響部割れを発生しやすい欠点をもつことを指摘している。ついで、この溶接
熱影響部割れは母材の特性に直接影響されることを明示している。すなわち、本合金の鍛造性を阻害
する不純成分たる S を除去する目的で添加される Mg量が過剰で、あると、 Ni の一部がFe ， Cr によって
置換された (Ni 2Mg 十 Ni) 共品を作り、これが粒界割れの原因になることをつきとめ、溶接熱影響部
割れは冶金学的には低融点物質たる (Ni 2Mg+Ni) 共品むよび Ni 2Mgの生成に支配されると推察して
いる。




第 3 章では本合金における Mg溶解度限の決定を行い、 (Ni 2Mg+Ni) 共品および Ni 2Mg の生成域で
は熱影響部割れが発生し、その発生率はこれらの相の生成量の増加とともに増大することを示して、
熱影響部割れの発生機構を推論している。





するとともに、この Ca添加法では Ca含有量の許容範囲は溶製材の Ca変動幅よりも十分広いことを明
示している。さらに Ca添加法を採用することにより成分的中率が飛躍的に向上し、コストの低減に大
いに貢献することを実証している。









があり、その発生原因が低融点物質たる Ni 2Mg および (Ni 2Mg十 Ni)共品の生成にあることを明らかに
している。またその発生率はこれらの相の生成量が増すにつれて増大することを示すとともに、割れ
発生限界 Mg値を求めて、熱影響部割れの発生機構を論考している。さらに、溶接熱影響部割れ防止
策として、きわめて添加範囲の狭い上記Mg添加法に代えて許容範囲が大幅に拡大される Ca添加法を
見いだし、旧来法に比べではるかに容易に溶接用耐食性75Ni-15Cr-Fe合金を製造できることを実証
している。
これらの研究結果は溶接冶金学の発展に寄与するのみならず、ここに新しく開発された製造法によ
る溶接用耐食性75Ni-15Cr- Fe合金はすでに原子力船および原子力発電所の蒸気発生器管などに使用
されており、工業上にも貢献するところが大きい。
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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